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　独逸どいつの名高なだかい作者レツシングと云いふ人は、至いたつて粗忽そそつかしい方かたで、其上そのうへ法外ばかに忘れツぽいから、無闇むやみに金子かねや何なにかゞ失なくなる、「是これは何なんでも下婢かひか下男げなんが窃取くすねるに相違さうゐない、一番ばん計略はかりごとを以もつて試ためしてやらう。と云いふので、レツシング先生或時あるとき、机の上へ金銀かねをバラ〴〵散らかしたまゝ、スーツと友達の家うちへやつて参まゐり、レ「此頃このごろ無闇むやみに金子かねが失なくなつて仕しやうが無ないから、これ〳〵斯かう云いふ事にして来きた、是これで誰たれが取ると云いふのがチヤンと解わかるね。友「へーえ、夫それは旨うまい事を考へたが、全体ぜんたい幾許いくら置いて来きたんだ。レ「ア、金かねの勘定かんぢやうを仕しずに来きた……夫それでは何なんにもなりませぬ。


底本：「明治の文学　第3巻　三遊亭円朝」筑摩書房

　　　2001（平成13）年8月25日初版第1刷発行
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青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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